





































1） 例えば、2019年 10月 3日朝日新聞夕刊「虎バン主義。」の中で高野純一 ABCアナウンサーは次のように発言している。『今年
は近本の年。新人で盗塁王も獲得しましたし、出塁すれば後続の打者に好影響を及ぼすことも証明してきました。』

















































 近本光司 打率 0.271 OPS 0.689=長打率
0.375＋出塁率 0.313
 荻野貴司 打率 0.315 OPS 0.842=長打率
0.470＋出塁率 0.371






































































































10 ） 閾値については、山本（2015）の第 8章「順序ロジットモデルと多項ロジットモデル」の中の「順序ロジットモデル」（pp.121-22）
を参照せよ。
11 ）  https://www.daily.co.jp
『ホームにかえってくることが自分の仕事なので』
と本塁に生還することを強く意識している。」
われわれの計測結果もこのことを裏付けてい
る。得点がチームの勝利に貢献していることは近
本選手をはじめ荻野選手、糸原選手とともに検証
されているが、近本選手にはそのほか盗塁も勝利
に貢献している。さらに近本選手の犠打や打点も
チームの勝利に貢献していることも検証できた。
打者にとって、打率や OPSのようなマクロ的な
数量では秀でていなくとも、1試合ごとのミクロ
的な分析によればマクロでは見えない所属チーム
の勝利への貢献がありうることを示すことができ
た。
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